
 

様式Ｃ‐１９ 

 

科学研究費助成事業(科学研究費補助金)研究成果報告書 
   平 25 年 6 月 7 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究成果の概要(和文)：研究課題名にある，<材料，場，情報などでの「あそび」体験>とは，

造形活動における子どもの「原体験」「試行錯誤」「教科や領域を横断するような思考活動」な

どを象徴的に示した表現である。まず，美術教育史におけるこれらの「あそび」体験の変遷を

整理し考察した。また，「あそび」体験を活かすことにできる<造形表現>題材や<鑑賞>題材の開

発を行い，小学校，中学校などで実践し，その検証をした。そして，大学教育や現職教育など

での教師教育プログラムに反映させた。 

 

研究成果の概要(英文)：The ”experiences from Playing with materials, places and information, etc.” 

as used in the research title represents symbolically children’s primal experiences, trial and error and 

interdisciplinary thinking, etc. in artistic activities. Firstly, the transition of these experience of Playing 

in the history of art education are digested and discussed. We developed the Artistic Expression topics 

and the Appreciation materials which enable the utilization of experiences from Playing and, then, they 

were put into practice at elementary and junior high schools for verification. The results were reflected 

in a teacher training program at college and for incumbent teachers.  
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１．研究開始当初の背景 

 研究代表者は，これまで<「造形遊び」の

理念を基調とする小学校図画工作科>と<「素

描など基礎的な能力の定着を行い，生涯学習

の礎」にしようとする中学校美術科>を繋ぐ

方策を探究してきた。そして，この連携の鍵

となるのは，小中双方の教師が造形活動にお

ける「あそび」体験の有用性を十分に認識し，

活用することであると考えた。 

 

２．研究の目的 

 美術教育史におけるこれらの「あそび」概

念(造形活動における子どもの原体験，試行

錯誤，領域横断的な思考活動など)を整

理，考察したうえで，「あそび」体験を

活かす<造形表現／鑑賞>題材開発とそ

の実践検証を行い，教師教育プログラム

に反映させようとするものである。 

 

３．研究の方法 

 (１)<研究課題１ 美術教育における

「あそび」概念の変遷> 大学の場にお

いて，美術教育における「あそび」体験

の変遷と概念を文献や史料などをもと

に整理･考察する。このとき，随時，海

外共同研究者と情報交換し，国際比較の

視点をもつ。 

 (２)<研究課題２「あそび」体験を活

かす<造形表現・鑑賞>題材開発と実践･検証> 

上記の課題１をふまえ，連携協力者とともに

課題２の<単元･題材>開発の素案を作成する。

この素案について，小学校，中学校，高等学

校の教師をメンバーとする研究協力者との

研究会の場において検討した上で，各メンバ

ーの勤務校での実践･検証をする。｢遊び｣を

活かした工作や描画活動，表現活動に繋げる

｢鑑賞あそび｣などの<単元･題材>開発を進め

る。このとき，大学においては代表者が，コ

ンピュータ･システムを整備し，このシステ

ムにより学習資料，教具を作成し，メンバー

の各勤務校に配布する。 

 (３)<研究課題３ 美術教師教育プログラ

ムへの展開> 課題１，２の成果をふまえて，

プログラムを作成し，大学教育及び現職教員

研修会などで実施する。このとき，教師が内

包する<意識-規範･文化>(実践を推進する意

識とその根底にある規範や文化)の視点(図

１参照)に留意しながら行う。 

図１ 美術教育実践における教師の<意識-規範・文化> 

 

４．研究成果 

 (１)「あそび」論を活用した実践家・研究

者の一人である乾 一雄(1920-1992)は，自身

が所属した大阪児童美術研究会の主張であ

る「一本線」描法に学び，これを磨く中で，

 

･･････････････････････美術教育実践･････････････････････ 

<企て，実行> 

         

<根拠，原理>   ⇦     <結果> 

･･････････････↑････････････↑････････････↑･･･････････ 

教師の<意識－規範･文化> 

  第一層 公の規範からの意識(-タテマエ) 

      教育基本法，学習指導要領，教育改革の学習理論 

  第二層 教育実践環境からの意識(-現実とホンネ) 

    ○教育委員会や地域研究会の方針，勤務校の事情 

    ○個人の属する研究団体，学会，同窓会や学閥 

  第三層 内面化された意識(-性根) ライフコース 

･･････････････････････････････････････････････････ 

 



独自の「遊び」の構想と実践を築いたと考え

られる。 

 (２)乾の論考｢遊びと労役と娯楽と｣

(1965-1968)では，昭和 40(1965)年前後の社

会状況をふまえ，教育全体に｢遊び｣の復権を

訴えた上で，図画工作科指導の要諦として，

<「遊び」の原理>を示した。また論考｢子ど

もの造形性を育てる指導｣(1976)で示した<

「遊び」の原理にもとづく造形表現実現の過

程－自主，集中，継続>(図２)は，子どもの実

態に基づいたきめ細やかな学習過程モデル

となっている。 

図２ 「遊び」の原理にもとづく造形表現実現の過程 

 

 (３)乾にみられる「遊び」の精神に基づい

た美術教育の構想は，内発的動機づけや「自

己効力感」などの現在の学習理論にも通じる

内容を含んでいる。この「遊び性」を活かし

て教科活動を行おうとする理念は，学習指導

要領図画工作科における「造形遊び」の趣旨

と同根を持つと考えられる。 

 (４)乾が校長を務めた大阪市立大開小

(1978-1979)の実践研究では，子どもの自主

的な造形活動への動機を引き出すために「き

っかけ題材」を設定した。この題材は，活動

のきっかけをつくり，それによって引き出さ

れる活動の中で，造形活動にある基本的な事

柄を指導するという意図も持っている。 

 (５)「きっかけ題材」では，子どもの生活

空間にある事柄を対象として，子どもが楽し

んで学べ，操作や技法から始まる形をとって

いる。子どもが，具体的な技法や造形操作を

しながら，感動を味わい，基本を身につける

という方法は，学校という限定された時間と

空間の場では，有効な手法であるといえる。

これは，当時，創造美育運動の弊害として残

っていた<技術指導の過度の排除>をのり越

える意味があったといえる。 

 (６)昭和 52(1977)年の学習指導要領にお

ける「造形遊び」導入のきっかけとされる大

阪「Do の会」の教育実践には，昭和 45(1970)

年前後の時代状況や現代美術の動向が色濃

く見られる。アクションペインティングや環

境芸術に示唆を受け，具体的な素材と場を与

えて，そこから子どもたちが自由に発想し，

展開する授業を構想･実践した。「造形遊び」

の「教科内容」としての原形がここにある。 

 (７)以上の「あそび」を活かした教育実践

の変遷をふまえて，いくつかの題材を開発し

た。題材「檜端材ブロックに挑む－心地よい

形を探ろう(小６)」では，素材の匂いや肌触

りなど子どもに五感で味わう楽しさを感じ

とらせた。木という素材に対する「原体験」

を形成するとともに，木に挑むことそのもの

に価値がある題材であった。「土粘土で，か

たちを見つけよう」(小４－６)では，粉末粘

土から粘土を作る過程をふまえて，塊表現を

させた。体全体を使ってのダイナミックな形

づくりに価値があった。 

 (８)題材「思い出の道をつくろう(小５，

協同制作)」では，１年間の思い出をローラ

ー，クレパスなどの道具，材料を生かしなが

ら，４人のメンバーの協同活動も活かし，模

造紙いっぱいに表現した。素材体験での試行

錯誤を活かした活動になっていた。「牛乳パ

ックで，あら不思議 小３－６」では，簡単

 



なしかけから，試行錯誤をとおして，面白い

動きが生まれることを子どもが実感した。単

純ながら，動き方が豊富で多様な学年に活用

しやすいことを確認した。 

  (９)「五味太郎『ビビビ』の絵本からの展

開－音のでる絵本づくり 小４」では，絵本か

ら文章を無くしたものを用意して，鑑賞させ，

電波の形に気づかせた。形から擬音語を感じ

取り，それを絵本づくりという表現に結びつ

ける活動であった。イメージ化するときの言

語化の力を利用するなど「教科や領域を横断

するような思考活動」を活かしていた。「百

鬼夜行絵巻にせまる 小３－中１」では，実

物大の絵巻と画像を併用し，絵巻表現の文化

理解において実感をともなわせた。また，絵

巻に詞書がないため，自由に発想を抱くこと

ができ，そこからの表現活動へ結びつけがや

りやすいことを確認した。 

 (10) プレ教師教育段階にある大学生に，

学校現場における「「あそび」体験が多数含

まれる総合的な造形表現活動」を指導できる

素地を形成する意図をもった授業を行い，こ

れを考察した。学生は，自らの協同学習の体

験から，これにおけるメンバーの意識の変化，

協同学習の醍醐味と難しさへの気づきを感

じていた。 

  (11)学生がこの活動で用いる用具の習熟

度は，最初は高くはなかったが，基本練習の

徹底と応用場面での使用により，その習熟度

は高まった。また，多様な材料を扱う体験を

して，材料や用具に対する自信も芽生えた。 

 (12)学生は，以上の体験をふまえて，小・

中学校などの学校現場での「総合的な造形表

現活動」を考察することにより，より実感の

伴った指導観を得た。特に，構想上の理想と

制作の現実にはギャップがあり，理想を大切

にしながらも現実的な対応にふみ出す指導

の必要性を実感した。 

 (13)現職教員の研修会(免許更新講習会，

奈良市研修会など)では，上記の成果をふま

え，具体的な題材を示し追体験させながら研

修を行ない，一定の成果を得た。 
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